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両大戦闘期イギリスのＬＥＡ成人教育構想
－ロンドンの「リテラリー・インスティテュート」を中心にー
関 直　規＊
　本稿は、ロンドン・カウンティ・カウンシルが開設したリテラリー・インスティテュートと
呼ばれる成人教育機関の成立と展開について、英国現地の一次資料の発掘に基づき、実証的に
考察することをねらいとしている。同機関は、公立夜間学校と成人教育を接合し、学問と生活
の効果的統合を図ることで、新たな受講者の開拓を目指した試みであり、両大戦同期を通じて、
成人教育の有力な担い手へと成長していった。
　このインスティテュートの実践の要点として、第一に、人類の文化的遺産である人文系科目
を重点的に提供したこと、第二に、大都市労働に伴うロンドン市民の内面世界の危機を認識し、
学習者の関心を尊重することで、人々の受容をもたらしたこと、第三に、受講者相互の交流を
促す課外活動を奨励し、共同的精神の形成を重視したこと、第四に、人学者数の増大に対する
学校数の限界という夜間教育機関の制約への物理的対策を講じたこと、があげられる。
　成人教育委員会（1921年発足）は、伝統的な成人教育を相対化し、成人の思考様式及び興
味に水準を見出す新たなアプローチを開発した「差異化」の視点から、リテラリー･インスティ
テュートを全英のＬＥＡのモデルと評価した。同インスティテュートは、両大戦同期のイギリ
ス成人教育に構造的変動をもたらす先駆的な事例の一つであった。
キーワード：ロンドン・カウンティ・カウンシル／成人教育／公立夜間学校／リテラリー・イ
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はじめに
　19～20世紀転換期のイギリスでは、基礎教育
の普及をベースに、公立夜間学校における成人受
講者の増大が指摘されていた1)。学務委員会
（school board）の行う夜間教育は、成人教育を目
的として出発したわけではないが、継続的学習を
求める市民の幅広い要求に柔軟に応えつつ、成人
を対象とする教育機関としての役割も果たすよう
になっていったのである呪
　本論文は、この動向の下、成人教育の視点から
公立夜間学校の改革を推進したロンドンの地方教
育当局（Local Education Authority 一以下、LEA
と略称する）であるロンドン・カウンティ・カウ
ンシル（ＬｏｎｄｏｎCounty Council一以下、ＬＣＣと略
称する戸に着目し、成人教育機関の一つとして
開設したリテラリー・インスティテュート
（Literary Institute）を考察する呪第一次世界大
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戦後、復興省（Ministry of Reconstruction）の成人
教育委員会（Adｕlt Education Committee）最終報
告書は､この実践について「特に興味深いもの」5)
と言及した。また、川本宇之介は、「ロンドンに
於ける成人教育機関としては、甚だ顕著なる成績
を挙げて居ることは、之を観る者の斉しく痛感す
る所」6)とし、社会教育への示唆のため、リテラ
リー・インスティテュートを含むロンドンの公立
夜間学校の情報を我が国に紹介している。世界的
な大都市を所管し、イギリスの最大規模のLEA
の一つであったＬＣＣの成人教育の本格的な着手
は、新たな道を付ける実践として、日英両国で認
知されていたことがわかる。
　ところで、『現代イギリス成人教育史』の中で
「ＬＥＡと成人教育」を論じたフィールドハウス
（Fieldhouse,R.）は､リテラリー･インスティテュー
トの開設に言及し、両大戦間期の主要な出来事と
して、ロンドンの非職業的成人教育政策を位置付
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けている几また、ロンドン成人教育史を描いた
デヴェルー（Devereux, W.）は、「極めて注目すべ
き教育的・社会的な広がりのある総合的な成人教
育事業の土台を提供した」8）とＬＣＣの1920年代
の動向をまとめている。リテラリー・インスティ
テュートの誕生と発展は、イギリスＬＥＡ成人教
育の系譜において、確かに一つのエポックメーキ
ングな局面をなした、と言えるだろう。
　他方、日本では、戦前の大都市社会教育政策の
基礎研究として、東京市政調査会等がロンドンの
成人教育の事例を調査・報告したことがある9)。
第一次世界大戦後の産業発展による都市の無規律
の膨張は、雇用、住宅等の様々な「都市問題」を
引き起こした。とりわけ、東京市は後藤新平市長
の下、社会教育課を新設し、東京市政調査会とと
もに、欧米大都市の成人教育の調査研究を進め、
大都市に固有の社会教育を構想する。同時代の世
界の大都市は、急激な社会変動及び人口移動がも
たらす「都市問題」解決のため、社会教育・成人
教育制度の開発という共通課題を抱えていたので
ある10）。今日、地方でも社会の複雑化や人間関
係の希薄化か進み、地域社会が脆弱化しつつある
が、そうした現代的な問題が最も早く集中的に現
れた、両大都市の比較史的考察を深め、社会教育
概念の再構築を目指す上で、ロンドン成人教育の
検証は必要不可欠の基礎的作業だと思われる。し
かし、これまでの内外の先行研究で、その本格的
検討はなされてこなかった。
　以上をふまえ、本論文は、リテラリー・インス
ティテュートが、そもそもどのような経緯で誕生
したのか、また、両大戦間期に実際にどれはどの
規模に発展し､いかなる教育が行われていたのか、
そして、その拡大は、イギリス成人教育にどのよ
うな影響と意味を与えたのか、という諸課題につ
いて、イギリス現地を訪問し、ロンドン・メトロ
ポリタン・アーカイブス（Ｌｏｎｄｏｎ Metropolitan
Archives）等が所蔵する一次資料の発掘に基づき、
実証的に明らかにすることを目的とする。なお、
本稿の構成は次の通りである。まず、１では、同
機関の設立の経緯を検討する。次いで、２では、
インスティテュート全体の学校数及び入学者数の
推移と個別のインスティテュートの実践を整理
し、量的な発展過程を把握しつつ、教育活動の特
質を分析する。最後に、３で､ＬＣＣのリテラリー･
インスティテュートが、同時代のイギリス成人教
育にとって、どのような意味を持っていたのか、
を考察したい。
１　ノンボケーショナル・インスティテユー
　　トの発足
　リテラリー・インスティテュートは、1913年
のロンドンにおける夜間教育改革の結果、普通夜
間学校（Ordinary Evening School）から専門分化
したノンボケーショナル・インスティテュート
（Non-vocationalInstitute）を前身としている。そ
れは、18歳以上の成人を対象に、人文系科目を
提供する新しいタイプの夜間教育機関であった。
そこで最初に、ノンボケーショナル・インスティ
テュートの設立経緯を確認することにしよう。
　この改革に向けて、夜間教育の歴史、現状及び
課題を分析した教育長報告書は、普通夜間学校の
受講者の年齢に着目した。 21歳以上の参加者が、
1893-1894年度の4,436人から1910-1911年度の
43,988人に上昇した統計を示しつつ、「成人学生
の著しい増大」II）を普通夜間学校の優れた特性
と捉えたのである。成人が基礎教育を学ぶ、とい
う伝統的な夜間教育の役割は、一部の外国人対象
のクラス12）を除いて、減少していたことから、
公立夜間学校の次なる段階が展望されていたこと
がうかがえる。ノンボケーショナル・インスティ
テュートの計画にあたり、ＬＣＣの上級教育専門
部会（Higher Education Sub-Committee、以下、専
門部会と略称する）,3)は、「18歳以上の学生にな
るべく制約を課さないこと、職業以外の教育を求
める学生の要求に応えるより良い教育機会を提供
すること、制度に新鮮さと魅力を吹き込むように
尽力することI 14)を提案した。成人の量的な増
加は、基礎教育をベースとする成人教育への貢献
という公立夜間学校の質的な転換を伴うものだっ
たのである。
　ところで、過去にもロンドンの公立夜間学校は
人文系科目を奨励しようとしたことがあったが、
不首尾に終わっている15）。この点に関し、ブルー
ス（Bruce, G. L.）は、公立夜間学校のカリキュラ
ムの問題点の一つに「人文科学の学習の欠如」（the
absence of“humaner studies"）があるとし、次のよ
うに論じている。「私はラテン語やギリシア語の
ことを指しているのではない。それらは時折教え
られることもある。そうではなく、文学、歴史及
び芸術のいずれであろうが、崇高かつ美しいもの
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を心を込めて探究することを言っているのであ
る。公立夜間学校の学生は速記や簿記を望んでい
る。I 16)確かに、生計を立てるための職業教育の
相対的ニーズの高さが、人文系科目の定着を阻む
一つの要因になっていた。
　こうした経緯から、専門部会は、非職業教育の
進め方の見直しを含め、新たな計画を練り上げて
いくのである。まず、専門部会は、従来の問題の
原因が、教科書中心の昼間学校の方法を、市民が
学ぶ夜間学校にそのまま適用したところにある、
と考えた。そして､｢足りないものは､興味深い(図
解入りの)『生きた』出来事に関する講話である。
それは、受講者と受講者の生活世界の生きた接点
に他ならない。様々な出来事は受講者の知識及び
音|生に十分に配慮し､選択すべきである｣n)とし、
市民の日常性やロンドンの地理的特性を反映し
た、教育のアプローチを構想するのである。
　また､専門部会は､｢初等教育の欠陥を補償する、
ないし雇用を援助する、という観点から夜間教育
を考える傾向があまりに強いが、全ての成人人口
が既存の組織の影響を受けているわけではない。
労働者教育協会は主に社会科学と経済学を労働者
に提供し、大学拡張委員会は中流階級を対象とし
ている｣18)と成人教育の担い手の現状を分析し、
ロンドン市民の中の非参加層の存在を指摘する。
そして、学問と生活の効果的統合を図るアプロー
チに基づき、公立夜間学校と成人教育を接合する
ことによって､新たな受講者の開拓が可能になる、
と結論付けたのである。
　1913年９月、以上の計画に基づき、７校のノン
ボケーショナル･インスティテュートが開校した。
｢ロンドン史｣、｢音楽を鑑賞する｣、｢市民教育に
おける芸術の役割｣、｢ホーマーと文学における彼
の役割｣19)等の科目を開講し、初年度に1,537人
が入学している20)。公立夜間学校の系譜におい
て人文系科目に限定する成人教育機関が誕生した
のである。
２　リテラリー・インスティテュートの発展
　　とその性格
(1)リテラリー・インスティテュートの
　　量的拡大
　当初、市民は新たな試みであるノンボケーショ
ナル・インスティテュートの目的を完全に理解し
ておらず、ＬＣＣは、地元紙への広告の掲載やハ
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ンドビルの作成等、この試みが軌道に乗るよう努
力している21)。また、中央教育行政機関の教育
院（Board of Education）が、成人を対象とする他
の夜間教育機関とねらいが混同する恐れがある、
と視察報告したように22）、「ノンボケーショナル」
という言葉は、職業以外を全て含むため、指示対
象が広く、曖昧であるという問題を抱えていた。
そこで、1919-1920年度より、カリキュラムの中
心は「文学」（literary）である、という理由から、
リテラリー・インスティテュートの名称が公式に
付与された。同時に､教育活動の充実を図ろうと、
インスティテュートにフルタイムの校長（head）
を置いた。広告や入学手続き等を含めて、「成果
を得るために、インスティテュートの校長に帰す
る仕事量はかなりのものである」23)とＬＣＣは認
識している。また、校長たちは、自発的に定期的
会合を持ち、お互いの経験を共有しつつ、モデル
のないリテラリー・インスティテュートの発展方
策について意見交換した2呪
　もともと７校で発足したインスティテュート
は、第一次世界大戦の影響を受け、継続しながら
も、２校にまで減少してしまうが、その後、どの
ように回復していったのだろうか。表１は、
1913-1914年度から1936-1937年度までのリテラ
リー・インスティテュートの拡大過程を整理した
ものである。まず、1920年代以降、若干の入れ
替わりはあるが、学校数は10校を常に超えてお
り、安定的に推移しかことがわかる。 1920-1921
年度より、新たに４校が加わるが、エルタム及び
ハマースミスは、良好な住宅地区であり、他方、
ポプラーとサザークは、人口が過密な貧困地区で
あった2呪通学の利便性の高い中心地区にある
シティやメリルボンを含みながら、開校地はロン
ドン全域に広がっていくのである。また、1919-
1920年度から、学校名は地区名を冠しており、
地域における成人教育の拠点的性格を帯びていく
のである。
　次に、入学者数を見ると、1926-1927年度に
一万人に達している。特に、1920年代を通じた
増大は顕著である。これと比較して、学校数があ
まり変化していないことから、学校の規模が拡大
していっかことがわかる。なお、性別による入学
条件はなかったが、女性が約７割を占めており、
その関心は高い。一人あたりの平均受講時問数が
年々伸びていることは、教育活動の組織化の進展
－49－
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表I　LCCのリテラリー・インスティテュートの拡大過程（1913-1914年度～1936-1937年度）
年度 学校名 学校数
入学者数 平均受講
時間故男性 女性 総数
1913-1914
Lavender-hill,Santley-street,Halstow-road, Yerbury-road。Beethoven-street.
Woods-road, Conway-street
７ 848 689 1,537 34.6
1914-1915
Lavender-hill,Santley-street，Halstow-road,Yerbury-road, Beethoven-street,
Woods-road, Conway-street
７ 820 1,387 2,207 25.2
1915-1916 Lavender-hill,Santley-street,Yerbury-road ３ 205 522 727 27.4
1916-1917 Lavender-hill,Yerbury-road ２ 22 449 471 24.6
1917-1918 Lavender-hill,Yerbury-road ２ 89 283 372 25.9
1918-1919 Lavender-hill,Yerbury･road ２ 40 534 574 27.4
1919-1920
Battersea,City，Dalston,Holloway, Peckham, Plumstead and Woolwich,
Marylebone
７ 713 1,869 2,582 30.8
1920-1921
Battersea，City,Dalston,Eltham, Hammersmith, HoUoway, Marylebone，
Peckham, Poplar,Plumstead and Woolwich, Southwark
11 1,560 2,899 4,449 33.7
1921-1922
Battersea,City, Dalston,Eltham, Hammersmith, HoUoway, Marylebone,
Peckham, Poplar,Plumstead and Woolwich, Southwai'k
11 2,188 3,713 5,901 32.9
1922-1923
City,Dalston,Eltham, Hammersmith, Holloway, Marylebone, Peckham,
Poplar, Plumstead and Woolwich, Putney
10 1,694 3,487 5,181 34.1
1923-1924
City,Dalston,Eltham, Hammersmith, Holloway, Marylebone, Peckham,
Poplai",Plumstead and Woolwich, Putney
10 1,642 3,822 5,464 34.9
1924-1925
City,Dalston，Eltham, Hammersmith，HoUoway,Lewisham,Mai'ylebone,
Paddington, Peckham,Poplar, Plumstead and Woolwich, Putney
12 1,972 5,083 7,055 35.4
1925-1926
City, Dalston,Eltham，Hammersmith, HoUoway,Lewisham, Marylebone,
Paddington, Peckham, Poplar,Plumstead and Woolwich, Putney
12 ●●● ●●● 7,914 33.6
1926･1927
City, Dalston,Eltham, Hammersmith, Holloway, Lewisham, Marylebone,
Paddington, Peckham, Poplar,Plumstead and Woolwich, Putney,　●●●
13 2,786 7,425 10,211 33.7
1927-1928
City, Dalston,Eltham, HaiTimersmith, Highbury, Holloway, Lewisham,
Marylebone, Paddington, Peckham, Plumstead and Woolwich, Putney,
Streatham and Tooting
13 3,037 8,034 11,071 36.3
1928-1929
City, Dalston,Eltham, Hammersmith, Highbury,Holloway, Lewisham,
Marylebone, Paddmgton, Peckham, Plumstead and Woolwich, Putney,
Streatham and Tooting
13 3,184 8,860 12,044 37.4
1929-1930
City, Dalston,Eltham, Hammersmith，Highbury, HoUoway,Lewisham,
Marylebone，Paddington, Peckham, Plumstead and Woolwich, Putney,
Streatham and Tooting
13 3,465 10,413 13,878 38.4
1930･1931
Bee, Chelsea, City, Dalston,Eltham, Hammersmith, Highbury, Holloway,
Lewisham，Mai'vlebone, Paddington, Peckham, Plumstead and Woolwich,
Putney
14 ●●● ●●● 14,805 41.4
1931-1932
Bee, City，Dalston，Eltham,Hammersmith, Holloway, Lewisham,
Marylebone，Paddington, Peckham, Plumstead and Woolwich, Putney
12 3,302 9,518 12,820 46.5
1932-1933
Bee, City, Dalston，Eltham，Hammersmith, Holloway, Lewisham,
Marylebone, Paddington, Peckham, Plumstead and Woolwich, Putney
12 3,094 8,616 11,710 47.7
1933-1934
Bee, City, Dalston，Eltham,Hammersmith, Highbury,HoUoway,Lewisham,
Marvlebone. Paddinffton,Plumstead and Woolwich Putney
12 3,154 8,898 12,052 46.3
1934･1935
Bee, City, Dalston,Eltham, Hammersmith, Highbury, Holloway, Lewisham,
Mai'vlebone,Paddington, Plumstead and Woolwich, Putney
12 3,050 8,760 11,810 46.7
1935-1936
Bee，City,Dalston,Eltham, Hammersmith, Highbury, Holloway, Lewisham,
Mai｀ylebone,Paddington, Plumstead and Woolwich, Putney
12 3,728 9,240 12,968 45.2
1936-1937
Bee, City, Dalston,Dulwich, Eltham, Hammersmith, Highbury, Holloway,
Lewisham, Marylebone, Plumstead and Woolwich, Putney
12 3,562 8,727 12,289 43.8
出典) LCC, Education Sen'icePai･･ticula･■sfo the Year,）913-1914～1933-1934、LCC. London Statistics.1913-1914～1936-1938より筆者が作
　　　成。･‥は不詳である。
－50－
　　　　　　　　　　両大戦同期イギリスのLEA成人教育構想、
表2　1925-1926年度のＬＣＣリテラリー・インスティテュート12校の主要会場と開講曜日・時間
＼J 1.
学校名 主要会場 開講曜日・時間
City GraystokePlaceDay Ti-ainingCollege,Bream'sBuildings,FetterLane,E.C.4 月火水木金6:15～8 ■15
Dalston County SecondarySchool,ColvestoneCrescent,E.8 月火水7:30～9 ■30
Eltham CountySecondarySchool,DeansfieldRoad,S.E.9 月火木7:30～9 ■30
Hammersmith LatymerUpperSchool,KingStreet,W.6 月水木7･ 30～9:30
HoDoway Countj'School,HiUdropRoad,N.7 月水金7:30～9:30
Lewisham TorridonRoad School,Catford,S.E.6 火金7:30～9 : 30
Marylebone St.MaryleboneGrammer School,248,MaryleboneRoad.,N.W.I 月水木7:30～9･ 30
Paddington PaddingtonandMaidaValeHigh School,129,ElginAvenue,W.9 火木金7:30～9 ･ 30
Peckham CountySecondarySchool,Summer Road,S.E.15 月水木7:30～9 ･ 30
Plumsteadand Woolwich CountySecondarySchool,OldMiURoad,PlumsteadCommon, S.E.18 月火水金7:30～9 ■30
Poplar GeorgeGreen'sSchool,EastIndiaRoad,E.14 火木金7:30～9 :30
Putney CountySecondaiヽySchool,West-hiU,S.W.15 月水木7:45～9:45
出典）hCC,A Guide to Continued Educationin London, Hodder & Stoughton Ltd.,1925,p.55.
　　　　　　　　　　　　　表3　1927-1928年度の水口ウェイ・リテラリー・インスティテュートの時間割表
Na 開講科目 曜日･時間 講師
１ 芸術（鑑賞） 月7 :30～9:30 Ml'.Paul Smyth
２ 生物学：人と勣植物の関係 月7 :30～9:30
Mr. L. N. Brown、オックスフォード大学文学修上、王立
科学協会準会ｎ
３ 科･学・産業及び商業における重要人物 月7:30～9 :30 Mr. p. c. Small,理学修士
４フランス語（巾級会話） 月7:30～9 : 30 Mile,de St.Manue
５ ギリシア・ダンス 月6:45～7:45 Miss F.M. Try
６ 文学：現代演劇 月7:30～9:30
７ 音楽（鑑賞） 月7:30~9:30
Ml-.R. G. Carritt、オックスフォード大学文学修士、五立.
ぶ楽協会準会員
８ 音楽：バイオリン 水7:30～9 ■30 Ml-.H. S.Brock
９ 詩：鑑賞とその理解 水7:30～9 :30 Mi-s.Acton Bond
10 心理学 水7 :30～9:30 Ml'.G. D. Morgan、ケンブリッジ大学文学修士
11 弁論術と討論 水7 ･ 30～9:30 未定
12 建築（鑑賞） 水7 : 30～9 : 30 Mr. G. H. Cook
13 演劇：鑑賞とその理解 水7:30～9:30 Mrs. Acton Bond
14 フランス語（上級） 水7:30～9:30 Mons. P. Ernou
15 歴史：現代イギリス産業の誕生と発達 水7:30～9:30 W. Charlton Smith
16 文学に描かれる社会問題 水7:30～9:30 Mr. M. J.Woddis 、文学士
17 斤楽：合唱 水7:30～9:30
Ml-.R. G. Carritt、オックスフォード大学文学修士、王立
盲楽脇会唯会員
18 哲学：吐界の偉大な思想家と現代思想の進展 水7:30～9:30 Mr. c. E. G. Obermyer 、文学修士
19 音楽理論と和声法 水7:30～9:30 Mr. R. A. Jevons　王立音楽協会準会□
20 芸術と工芸の歴史 金^:30～9 ■30 Mr. A. M. Agnew
21 経済学：現代経済問題 金7:30～9 ■30 Mr. E. C. Fail-child
22 リズム教育 金6 :45～7 ■45 Miss F. M. Try
23 地質学（景観の不思議） 金7:30～9:30 L. B. Cundall
24 ドイツ語（中級会話） 金7:30～9 :30 Miss Anburger、文学士
25 ロンドン史 金7 : 30～9 :30 Mr. F. Towler、オックスフォード大学文学修士
26 イタリア語 金7:30～9 :30 Signorina Balestreri
27 文学の技法と技巧 金7:30～9 ･ 30 Mr. R. G.Dixon、オックスフォード大学文学修士
28 音楽（オーケストラ） 金7:30～9 ■30 Mr. E. C. Brock
29 写真の化学現象 金7:30～9 ･ 30 Miss Gwen Bottoms
30 女性のための運動 金7:45～8:45 Miss F. M. Try
31 不思議な科学 金7 : 30～9 :30 Mr. E. T. Griffiths、文学上
32 日光、食料及び保健に関する特別講演全5回 水7 :30～9 ■30 Dr. C. W. Saleeby、医師、王立動物学会会員
33
中国、その国民、歴史、宗教及び習倶に閔する
特別講演全5回
水8:00~10 : 00 Elwell-Sutton、王立地理学会会員
出i典） LCC, Prospectus ofihe Holloway Lileraiy Institute,1927, p.4.
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とともに、女性を中心とする参加者の継続的な受
講の結果であると思われる。
　ところで、ＬＣＣでは、市民向けのハンドブッ
クを作成している。ロンドン行政サービスの利用
を促すためである。その一つである『ロンドン市
民の教育』は、市民の多様な求めに応じた夜間教
育機関（evening institute）とリテラリー・インス
ティテュートを捉え､以下のように紹介している。
「芸術、美学、歴史学、文学、現代語、哲学のよ
うな教養科目やその他の人文系科目の学習を希望
する18歳以上の学生を対象とする」26）。同機関は、
ロンドン公教育体系の一部をなすものとして、認
識されていた。
　表２は、そうした普及活動等によって、実践が
軌道に乗っか1925-1926年度の全12校の動向を
まとめたものである。公立中等学校（County
Secondary School）を中心に、中等教育機関を会
場に充てるヶ－スが多いことがわかる。特に、
1919-1920年度の名称変更に伴い、成人に適した
施設環境を整備するようになった。 ＬＣＣは、中
等学校の校舎を利用することによって、当該学校
の存在感が高まるだけでなく、地域住民はもちろ
ん、卒業生が継続的に参加することへの期待感を
示している27）。他方、当初拠点であった小学校
を主要会場にしているのは、ルイシャムの１校で
ある。また、表２の曜日・時間を見ると、平日週
３日・夜間２時間で、市民の労働事情に配慮して
いる。なお、教員養成カレッジ（Training
College）を主たる会場としたシティは、週５日
開校しており、精力的な実践の様子がうかがえよ
う。
　さらに、表３は、ホロウェイ・リテラリー・イ
ンスティテュートの1927-1928年度の時間割表で
ある。９月の開講からクリスマスまでの「冬学期」、
その後、イースターまでの「春学期」、そして、
聖霊降臨祭後の「夏学期」という三学期制を採り、
通常の授業は１学期あるいは２学期連続で実施さ
れた。同年度に33科目を提供しているが、大都
市労働に不足する運動を奨励しつつ、「建築（鑑
賞）」、「ロンドン史」及び「文学に描かれる社会
問題」等に見られるように、市民の日常感覚やロ
ンドンの地域文化と統合しつつ、人文系科目を提
供している点に特色があり、設立の理念を継承し
ていることがわかる。１［112時間の授業は、最初
に学位を持つ講師等による講義を１時間行い、後
半はディスカッション及び実例研究で進められて
いった28）。なお、図1 ･ 2は、施設外の文化的遺
産を成人教育の資源に活用した、実践の光景であ
る。
　1928年にスミス（Smith, L.）等が行ったロンド
ン成人教育調査によると、ＬＣＣが開校する成人
教育機関の入学者数は55,000人（男性19,000人、
女性36,000人）であり、その内、リテラリー・
インスティテュートは12,000人を占めていた。
ＬＣＣ以外の組織（労働者カレッジ、労働者教育
協会、大学拡張、テュートリアル･コース等）は、
15,000～25,000人と推計されている29）。ロンド
ンにおける成人教育の受講者の15～17％程度は、
リテラリー・インスティテュートで学習する市民
であったことがわかる。したがって、両大戦同期
を通じて、量的な側面から、同インスティテュー
トは、成人教育の有力な担い手の一つに成長して
図１　セントヘレン教会(St. Helen's Church）を訪問するホロ
　　　ウェイ・リテラリー・インスティテュートのクラス
出典）LCC, The Londonei･'sEducation, Hodder & Stoughton Ltd.,
　　　1924, p.34.
図２　デート美術館date Gallery）で見学中のリテラリー・イ
　　　ンスティテュートの学生
出典）LCC, A Guide to Continued Education in London, Hodder &
　　　Stoughton Ltd.,1925, p.3O.
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いったと考えてよいであろう。
（2）リテラリー・インスティテュートの特質
　このように量的発展を見たリテラリー・インス
ティテュートだが､現場では試行錯誤を繰り返し、
大都市の成人教育機関に相応しい方式を探し出し
ていく。インスティテュートの確立に向けた実践
の要点を四点にまとめると、次の通りである。
　第一に、名称に端的に表明されているように、
「文学」を中心に据え続けたことは、教育理念と
して最も重要なものである。「文学は、他の興味
深い分野を探究する旅行者にとっての出発地かつ
到着地で、中心的・永続的なインスティテュート
の活動であり、また、そうでなければなるまい。
芸術批評、哲学的思索、歴史分析、社会科学の多
くの大切なものが古典・現代文学の中に納められ
ている」30)と解説されたように、この場合の［文
学］とは、学習の糸口という意味合いを持ってい
る。人類の文化的遺産である人文系科目を人間形
成で重視する視点は、リテラリー・インスティ
テュートを対象とする次の教科目別クラス数
（1921-1922年度の場合、合計260クラス）から
も明らかであろう31）。
　文学（演劇文学、朗読法、弁論術）･‥54クラス
　音楽（音楽鑑賞、オーケストラ、器楽、声楽）
　　　　　　　　　　　　　　　　　…44クラス
　歴史（ロンドン史、社会・経済史）･‥28クラス
　社会科学（社会学、市民生活、経済学等）
　　　　　　　　　　　　　　　　　…28クラス
　語学（フランス語、ドイツ語、イタリア語等）
　　　　　　　　　　　　　　　　　…25クラス
　心理学及び哲学　　　　　　　　　…24クラス
　芸術（芸術鑑賞、建築鑑賞）　　　･‥21クラス
　科学（主に小グループへの通俗講演）
　　　　　　　　　　　　　　　　　…15クラス
　体育　　　　　　　　　　　　　　　…ロクラス
　その他（趣味一木工・デッサン、家庭看護等）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　…4クラス
　全クラス中、文学が最多で２割を占め、これに、
歴史、語学、心理学及び哲学、芸術を加えると、
７割が人文系科目に充てられていることがわか
る。他方､社会科学や自然科学は周辺科目に留まっ
ている。さらに、1939-1940年度のシティ・リテ
ラリー・インスティテュートの全282クラスの実
施計画を確認すると、文学・語学150クラス、芸
術・建築18クラス、歴史12クラス、哲学19ク
5Q
ラスであり、これらを合わせると、同じように約
７割に達している32)。発足から20年以上にわたり、
人文系科目を中核に据えたカリキュラムの基本的
構造は強固に持続していたのである。
　第二に、大都市の労働の性格をふまえた柔軟な
アプローチの形成である。シティ・リテラリー・
インスティテュート校長のウィリアムズ
（Williams,T. G.）は、同インスティテュートの取
り組みにおける大きな難しさの一つについて、次
のように述べている。「大学教授は、過去に同じ
方針で教育を受け、近い年齢にあり、ものの見方
を共有する学生の知的水準や能力について、仮定
をすることができる。しかし、教育歴が異なり、
年齢が幅広く、異なる見解を持つ大都市労働者の
グループの場合、そのような前提を持てないし、
持つべきではない。」33）実践的な要請から､フォー
マルな教育とは違った視点に立つことを主張する
のである。
　ウィリアムズは、大都市の成人教育の問題は、
労働の特殊性がもたらす、考えていた。「圧倒的
大多数の大都市の労働者の現代的産業・職業生活
を特徴付けている型通りの仕事は、言詮の開花や
成熟の余地を与えるものではない。この欠点を直
そうとする全ての教育機関において、自己表現の
機会の提供及び言|生の重視が不可欠の要素になる
であろう。」34）さらに、ウィリアムズは、大都市
の労働者の内面世界の危機にこそ、成人教育の存
在理由があるとする。「産業・労働の専門化と型
通りの仕事が益々増大することは、労働者が余暇
時間に知性を広げ、感情を解き放つ機会を受け入
れやすい精神と身体の状態を徐々にもたらしつつ
ある。労働を終えて、このような最良の機会を提
供できるのは、しっかりと運営されるインスティ
テュートに他ならない。」35）労働が引き起こす人
間的疎外を克服しうる余暇を媒介とする点にリ
テラリー・インスティテュートの使命と役割を見
出していくのである36)。
　なお、実際の取り組みは、「学齢期の子どもや
若年労働者の訓練のための組織体制が、生計では
なく、生活自体の調和を求める知性の成熟した学
生のニーズに合っていないことは明らかであ
る」37）という問題認識に基づき、学校教育的方
法の修正を含んでいた。人文科学の奨励という基
本的目的に沿う限り、特定のシラバス、客観的基
準や義務的学習が課せられることはなく、「どの
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学生も自分にあった水準を見つけ、好きな学習が
できた」38)のである。コースの計画は、講師と
学生集団が協議・決定し、ほとんどの場合、教育
長は意義なく承認した39)。学習者の関心を尊重
し、人文科学を教育する独自の方法は、昼間何ら
かの職業に従事し、生計を立てている労働者が受
容可能なアプローチであり、余暇に自己の向上を
目指す数多くの市民を惹き付けたのである゛。
　第三に、教科目に加えて、受講者相互の交流を
促す課外活動が重視されていたことは、その発展
の土台をなしていた。まず、教科に関係する様々
なクラブがあった。文学サークル、哲学クラブ、
ロンドン史クラブ、演劇クラブ等の学生による自
立的団体が発足し、多彩な文化活動を繰り広げて
いる41)。例えば、ホロウェイ・リテラリー・イ
ンスティテュートでは､隣接するシティとともに、
「シティ演劇クラブ」（City Dramatic Club）を結成
し、時間割外で公演を試みている4几そして、
校長は、「大都市で働き、家庭や他の責任を負っ
ている成人男女が多数を占めている。したがって、
指導者は、メンバーに対し、他者と共に生きる術
を教え、知的な交わりの喜びを経験できるような
方法を考えてきた」43）という成人教育観に基づき、
課外活動を奨励している。
　また、インフォーマルな行事を導入し、インス
ティテュートの魅力を高める工夫を行っている点
も特徴の一つと言えるだろう。実際、ホロウェイ
の『教育日誌』（log-book）には、時間割にはな
い「学生の社交の夕べとダンス」（student's social
evening & dance）に関する継続的な開催記録が残
されている。 1935-1936年度の場合、年間６回実
施しており、各回およそ100名の参加者を集めて
いる44)。このように、教科目以外にクラブ活動
や各種のインフォーマルな行事等を織り込むこと
によって、個々の受講者の成長やインスティ
テュートへの帰属感の源になる、共同的精神の形
成を目指したのであった。
　第四に、入学者数の増大に対する学校数の限界
という夜回教育機関の制約への対策である。前節
で検討したように、一校あたりの入学者数が年と
ともに増加し、インスティテュートの規模が拡大
していった。その結果、主要会場となる中等学校
等以外の施設を問借せざるをえず、活動場所が地
域に分散し、インスティテュートが孤立するクラ
スの寄せ集めに過ぎなくなってしまう傾向を強め
た。課外活動を奨励し、共同的精神の形成を目指
した背景には、こうした物理的制約があったので
ある。とりわけ、シティの入学者数は、1926-
1927年度に3,000人を超え、クラスは、近隣の学
校、教会、会社等の25か所以上にまで拡散し
た45)。そこで､1928年９月､ロンドン中心部のゴー
ルドスミス・ストリート（Goldsmith-Street）の学
校を改装し、専用校舎化する改革がなされた。こ
れによって､教育活動の連続性や統合性が生まれ、
設備の共通や情報の効果的伝達が可能になったの
である46)。
　活動拠点を得たシティは加速的に成長し、
1930-1931年度の入学者数は6,000人に達するが、
これに伴い、次の報告に見られるよう、活動場所
の問題が再発している。「利用できる施設にとて
も大きな制約がある。それゆえ、学生にとって必
ずしも便利でない早い時間にクラスを計画しなけ
ればならないことがよくある。実際に、数グルー
プが一晩に５時間続けて教室を使うことは珍しく
ない。その上、インスティテュートの外部のいく
つもの建物でクラスを行う必要が生じている。こ
のやり方は、組織の効率性と学生の利便性に損害
をもたらしている」47）。こうした増大し続ける需
要に抜本的に応えようと、1939年のイースター
に、シティは校舎新築に至る。その直後の第二次
世界大戦の勃発のため、実質的利用はできなかっ
たが、教室等が30室、劇場、体育館、図書室、
食堂、コンサートホール、休憩室、会議室等を備
えており、ウィリアムズは、イギリスＬＥＡによ
るこの種の施設としては、最初のものだった、と
回想している48)。成人教育専用の校合の新設は、
公立夜間学校の系譜にある成人教育機関の一つの
到達点となる出来事だったと言えるだろう。
３　イギリス成人教育におけるリテラリー。
　　インスティテュートの歴史的意義
　初等教育の補完ないし雇用援助という伝統的な
夜間教育像が未だ残る中で、成人教育を追求した
リテラリー・インスティテュートは、モデルなき
試みであったと言える。 1935年に刊行された
ＬＣＣの年次報告書は、このインスティテュート
の経過を振り返りつつ、「20年前、私たちの多く
は、いくつかの例外を除き、このようなコースが
うまくいく、という考え方を斥けていた。専門分
化がそれを可能にし、各インスティテュートの校
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長の知性と想像力が現実化させたのである。」49)
と記している。それでは予想外のＬＣＣのリテラ
リー・インスティテュートの拡大を、イギリス成
人教育関係者たちはどのように受け止めたのだろ
うか。 1921年、フィッシャー（Fisher, H.A.L.）教
育院総裁の下に置かれた成人教育委員会（Adｕlt
Education Committee､以下､委員会と略称する）は、
ＬＣＣの動向を調査しつつ、ＬＥＡを担い手とする
成人教育のあり方を報告しており、その議論は、
当時の成人教育関係者の認識をかなりの程度反映
していた、と考えられる50)。
　まず、委員会は、「ロンドンにおける最近の発
展の中で、成人を対象とする上級教育（higher
education）の視点から見て､最も興味深い特徴は、
リテラリー・インスティテュートであろう。階級
や職業を問わず､一般市民のために親しみやすく、
魅力的な教育を提供するために組織化されてき
た」51)と同インスティテシュートを積極的に評
価する。また、「従来、こうした成人教育を提供
する企ての大部分は、民間団体が行ってきたが、
これは地方当局による最初の大規模な試みであ
る」52)とその意義に言及した。
　検討にあたり、委員会は、ロンドンの成人教育
機関の教科別クラス数一覧を作成している。ロン
ドン大学拡張委員会（Ｌｏｎｄｏｎ University Extension
Board）は、文学、歴史学、地理学、経済学、社
会学、哲学、心理学、芸術鑑賞等（以下、（Ａ）
とする）が９割を超えており、リテラリー・イン
スティテュートは、同じ（Ａ）が４割だが、他方、
演劇活動や音楽、朗読法、弁論術等（以下、（Ｂ）
とする）も４割を占めており、人文系科目の広が
りがうかがえる。民間団体の一つである「労働者
カレッジ」（Working Men's College）の場合、（Ａ）
が２割、語学が４割、科学、技術、家政が２割で
あり、他方、（Ｂ）は5％に満たず、教科が最も分
散している5呪多元化する成人教育の担い手を
教科単位で統計的に把握することで、棲み分けの
現状を解明するのである。
　リテラリー・インスティテュートが独自に開拓
した受講者層について、委員会は、「これまで民
間団体が関心を惹起できなかった市民層にアピー
ルしている。学生たちのほとんどは、組織的団体
ではなく、未組織の一般市民の中から、個人ない
し小グループで参加している。」54）と指摘する。
地域の公立中等学校を主たる会場としたリテラ
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リー・インステュテュートは、学校時代の延長線
上で、個々の文化的な興味や関心を深めることが
できる非常に身近な教育機会であった。また、
「しっかりとした基礎教育を受けた後、何らかの
中等・商業教育を経験しか20 歳から40歳までの
だくさんの成人男女を、ロンドンは生んでおり、
教養教育の機会を望んでいる。リテラリー・イン
スティテュートが最も強く心に訴えているのは、
ロンドン労働者のこの層なのである」55）と委員
会は分析している。各種の初等後教育機関の整備
が急速に進みつつあったことは56)、修丁生の受
け皿として、同インスティテュートが発展する厚
い基盤をなしていくのである。
　他方、委員会は、リテラリー・インスィテュー
トへの批判を検証する。「テュートリアル・クラ
スを全ての学生の目標にしてしまうことは、狭義
の、慣習的な成人教育の見方を採用することに等
しい。テュートリアル・クラス制度がねらいとす
る熱心な努力や訓練が欠落するクラス及び講義の
機会を作り出すことは、成人教育の特色を弱め、
娯楽や知的道楽の一種に、それを変えてしまう、
という懸念がなされることもある。」57)ここには、
大学と労働者教育協会の連携の下で、教育活動の
継続化や高度化を求める成人教育像が一般的で
あった、当時の関係者の認識が示されている。少
人数制のテュートリアル・クラスを特徴とする、
伝統的な成人教育は、高等教育の労働者への開放
を志向し、大学と同等の水準を求めるものであっ
た。それは、人文系科目の裾野を広げながら、学
務委員会時代の公立夜間学校から上に伸びて、こ
の世界に参入したリテラリー・インスティテュー
トの性格とは整合的でなかったのである。
　そこで、委員会では、成人教育の評価の在り方
を再検討する。「この成功（ＬＣＣの成人教育機関
を指す一筆者注）は、テュートリアル・クラスに
代表される伝続から完全に離れたことによる部分
が大きい。新しいやり方で成し遂げてきたことが、
テュートリアル・クラスを不要にする、と言おう
としているのではない。…こうした状況こそが、
私たちが主張する、学習のより良い差異化
（differentiation）の必要性に関する一事例なので
ある。」58)伝統的な成人教育を「差異化」の視点
から相対化しつつ、様々な要求や背景を持つ市民
に柔軟にアプローチしているＬＣＣの取り組みに、
固有の価値を見出したのである。
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　委員会は、「教科についての明確な差異化だけ
でなく、目的とねらい、方法と手段及び段階と範
囲に関する差異化も始まりつつある」59）と主張
する。この点に関連し、シティのウィリアムズ校
長は、リテラリー・インスティテュートの特性を
「余暇における知的・レクリエーション的な要求
にのみ関わるべきであり、受講者の審美眼と能力
の中に水準を見つける必要がある。･‥成人の思考
様式の最大の特質の一つは、絶えず経験の統合を
求めていることである。」60)と記している。こう
した成人の総合的な思考様式にとって、「ある断
片的知識が、その人自身の生きた一部となるため
には、それを知的に理解し、情緒的に感じ、意志
の力でそれに基づいて行動しなければならな
い。」61)のである。　したがって､インスティテュー
トの根本的役割は、「十分に均整のとれた心・身
体及び精神の働きを意識的に求める成人男女に教
育機会を提供することである」62)と結論付けて
いる。ウィリアムズの議論は、現場の実践を支え
る成人教育論である。委員会が､他のＬＥＡの「模
範」（example卜3）とリテラリー･インスティテュー
トに全国的意義を付与したのは、地域に密着した
現場で試行錯誤を積み重ねながら、確立していっ
た実践と論理に、新しい時代の成人教育の萌芽を
読み取ったからであろう。
　大都市における労働の特殊性に伴う内面世界の
危機を認識しつつ、公立夜間学校の伝統を現代的
に革新し、誕生したこのインスティテュートに、
委員会は「差異化」の視点から、ＬＥＡを担い手
とする成人教育の新たな構想という意義を与え
た。生活者に近い公立夜間学校の系譜を持つ成人
教育機関を、大学水準が尺度の階層分化の論理で
把握するのではなく、成人の総合的思考様式や興
味に基づく、現代的な成人教育を構成する要素と
位置付けたのである。このことから､リテラリー･
インスティテュートは、両大戦問期のイギリス成
人教育に構造的変動をもたらした、先駆的な事例
の一つである、と考えられるのである。
おわりに
　本稿は、ロンドンにおける成人教育機関である
リテラリー・インスティテュートの成立と展開に
ついて､イギリス現地で発掘した一次資料を基に、
実証的に考察してきた。同インスティテュートは、
1913年の夜間教育改革で、普通夜間学校から専
門分化しかノンボケーショナル・インスティ
テュートを前身とする。公立夜間学校と成人教育
を接合し、学問と生活の効果的統合を図るアプ
ローチによって､新たな受講者の開拓を目指した。
「文学」が科目の中心であることから、1919-1920
年度、リテラリー･インスティテュートと改称し、
再出発する。フルタイムの校長の配置や中等教育
機関の活用で、学校数及び入学者数ともに拡大し
た。1926-1927年度には計13校で入学者数は一万
人に達しており、両大戦闘期を通じて、ロンドン
の成人教育の有力な担い手へと成長していった。
　このような量的拡大をもたらした実践の要点
は、第一に、教育理念として、文学等の人文系科
目を中心に据え続けたこと、第二に、大都市の労
働に伴う市民の内面世界の危機を認識しつつ、柔
軟なアプローチを採用することで、日中労働に従
事し、生計を立てている人々の受容をもたらした
こと、第三に、教科目に加えて、受講者相互の交
流を促す、課外活動を奨励したこと、第四に、入
学者数の増大に対する学校数の限界という夜間教
育機関の制約に対処したこと、があげられる。シ
ティの専用校舎取得は、リテラリー・インスティ
テュートの理想の具体化であり、両大戦同期にお
ける到達点でもあった。
　成人教育委員会（1921年発足）は、ロンドン
の大学や民間団体、ＬＣＣという三つの成人教育
の担い手に関し、教科単位で統計的に把握するこ
とで、棲み分けの現状を解明した。また、初等後
教育機関の整備と並行しつつ、新しい参加層を開
拓したという実績と、伝統的な成人教育を相対化
し、受講者の思考様式や興味に水準を見出すアプ
ローチを開発した､という「差異化」の視点から、
リテラリー・インスティテュートを全国のLEA
のモデルと評価した。学務委員会の公立夜間学校
から上に伸びて、成人教育の世界に加わったリテ
ラリー・インスティテュートは、両大戦間期のイ
ギリス成人教育に構造的変動をもたらす歴史的意
義を持つ取り組みであった、と言える。
　最後に、残された課題を記しておく。第一に、
リテラリ一一インスティテュートのカリキュラム
の考察である。担い手の成人教育思想や受講者の
労働・生活環境の検討を深めることで、教育内容
の歴史的・社会的性格を明らかにしなければなら
ない。第二に、ＬＣＣによるその他の成人教育機
関であるウィメンズ・インスティテュート
－56一
両大戦同期イギリスのLEA成人教育構想、
（Women's Institute）及びメンス･インスティテュー
ト（Men's Institute）の取り組みを分析し、LCC
の総合的な成人教育計画を解明することである。
そうすることで、リテラリー・インスティテュー
トの固有の機能がより鮮明になるだろう。第三に、
同時代のＬＣＣと東京市を事例とする、比較社会
教育史の研究である。 20世紀初頭の大規模な社
会変動・人口移動を背景に、現代的諸問題が集中
的に現れた二つの世界的な大都市において、社会
教育・成人教育の領域が、どのように地域的に組
織化されたのかを比較史的に考察することは、生
涯学習支援のための原理的・基礎的研究として意
義を持つ。これらの課題については、稿を改めて
論じたい。
(付記)
　本研究は、2010年度科学研究費補助金(若手
研究(Ｂ)バ21730639)の助成を受けたものである。
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